
�
天
和
二
年（
一
六
八
二
年
）、
江
戸
の
大
火
に
よ

り
深
川
の
芭
蕉
庵
も
急
火
に
囲
ま
れ
、
芭
蕉
は
隅

田
川
に
逃
れ
危
う
く
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
時
焼
け
出
さ
れ
た
芭
蕉
は
、
甲
州
谷
村
城

主
秋
元
喬
朝
の
国
家
老
高
山
伝
右
衛
門
繁
文（
俳
名

麋
塒
）の
す
す
め
で
谷
村
に
来
峡
し
、
麋
塒
の
離
れ

「
桃
林
軒
」に
五
カ
月
間
滞
在
し
、
山
里
住
い
の
侘

し
さ
の
中
で「
三
更
月
下
無
我
に
入
る
」の
境
地
を

悟
り
、
俳
諧
の
真
実
を
探
求
し
新
風
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
芭
蕉
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
本
市
は
、
全
国
の
俳
句
愛
好
家

諸
氏
に
と
っ
て
芭
蕉
の
心
に
ふ
れ
る
と
共
に
、
俳
句
を
通
じ
て
お
互
い
の
心

の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
念
願
し「
第
11
回
都
留
市
ふ
れ
あ
い
全
国
俳
句

大
会
」を
開
催
致
し
ま
す
。

ま
た
今
回
、「
芭
蕉
翁
寓
居
桃
林
軒
再
建
委
員
会
」に
よ
り
、
都
留
市
制
50

周
年
を
記
念
し
て
、
市
民
自
ら
特
色
あ
る
街
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と

し
、
芭
蕉
が
逗
留
し
た「
桃
林
軒
」を
再
建
し
、
お
披
露
目
を
行
い
ま
す
。

受
付
開
始
・
席
題
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

席
題
投
句
締
め
切
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
12
時
30
分

応
募
作
品
の
部
入
賞
者
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時

同
選
評
　
広
瀬
直
人
先
生（「
白
露
」主
宰
）

午
後
１
時
15
分

同
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

講
　
演

「
芭
蕉
と
谷
村
」

都
留
文
科
大
学
教
授
　
楠
本
六
男

午
後
２
時

当
日
投
句
作
品
の
部
入
賞
者
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

同
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時

閉
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
20
分

無
料

生
涯
学
習
課
　
文
化
振
興
担
当

市
制
施
行
50
周
年
記
念
行
事

５
月
29
日（
土
）
午
前
10
時
30
分

都
留
市
文
化
会
館

昭
和
29（
１
９
５
４
）年
４
月
29
日
、
谷
村
町
、
東
桂
村
、
宝
村
、
禾
生
村
、

盛
里
村
の
１
町
４
カ
村
が
合
併
し
て
都
留
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

半
世
紀
、
都
留
市
博
物
館「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」で
は
、
都
留
市
制
50
年
を

契
機
と
し
て
都
留
市
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
る
企
画
展「
都
留
市
誕
生

―
50
年
の
あ
ゆ
み
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

都
留
市
が
誕
生
し
た
当
時
は
ま
だ
戦
後
ま
も
な
い
時
期
で
現
在
の
雰
囲
気

と
は
違
う
町
並
み
や
生
活
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
都
留
市
の
50
年
の
歳
月
の
流

れ
と
と
も
に
都
留
市
の
市
民
の
生
活
の
移
り
変
わ
り
や
町
並
み
の
変
化
、
道

路
や
施
設
な
ど
の
整
備
な
ど
を
写
真
と
資
料
を
も
と
に
回
顧
し
ま
す
。
市
制

施
行
の
当
時
を
知
る
人
に
は
懐
か
し
さ
が
、
そ
れ
以
降
に
生
ま
れ
た
人
た
ち

や
当
時
を
知
ら
な
い
人
に
は
意
外
な
驚
き
が
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
情

報
技
術
な
ど
の
発
達
で
便
利
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
現
在
と
さ
ま
ざ
ま
な

苦
労
が
あ
っ
た
昔
と
を
比
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
50
年

間
の
歴
史
の
流
れ
と
自
分
史
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
観
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
同
級
生
や
家
族
な
ど
で
懐
か
し
い
写
真
や
文
物
な
ど
を
観
覧

し
な
が
ら
思
い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

5月23日（日）まで
月曜日・祝祭日の翌日・第三火曜日
一　般　　　300円（210円）
高・大学生　200円（140円）
小・中学生　100円（70円）
（ ）内は20名以上の団体料金

※市内の小中学生に限り、毎月第1日曜日とそ　
の前日は入館無料　

市民の手による
和服リフォーム展とファッションショー開催

『それぞれの着物に込められた思いを新しい姿でよ
みがえらせたい』その様な思いにつながる方々のきっ
かけになればという願いで今回「和服リフォーム展と
ファッションショー」を開催いたします。
ファッションショーは、製作者の皆さんが手作り

で行うとても素敵なショーで、伴奏は生演奏です。
是非、ご期待ください。（入場無料）

5月23日（日） ファッションショー 午後1時30分～
5月23日（日）～30日（日） リフォーム作品展示
午前9時～午後4時30分（30日は午後3時まで）
24日は休館日
都留市博物館「ミュージアム都留」
和服ﾘﾌｫｰﾑ展・ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ実行委員会

都留市博物館「ミュージアム都留」 （45）8008
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